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静岡県新卒訪問看護師育成プログラム暫定版の検討  
新卒訪問看護師成長のプロセスから  
 
酒井昌子＊ ,1）、尾田優美子 2）、大村早苗 3）、朝比奈結華 4）、斎藤伸子 5）  
1）聖隷クリストファー大学、2）訪問看護ステーション細江所長、3）つどいのおか訪問看護
ステーション、 4）静岡訪問看護ステーション協議会、 5）静岡県看護協会・常務理事  
  
今日、地域包括ケアシステムの構築に向けて在宅看護の人材確保は急務であり、全国的
に新卒訪問看護師確保のための様々な事業が始まっている。静岡県では、静岡県訪問看護
ステーション協議会を中心に「新卒訪問看護師育成委員会」を立ち上げ、平成 27 年度「新
卒訪問看護師育成プログラム暫定版」を作成した。本プログラム暫定版は、2 年間のプロ
グラムであり、新卒者採用事業所と看護協会、医療機関、看護教育機関の協働による学習
支援体制をとる包括的人材育成を特徴とする。平成 28 年度に新卒訪問看護師を確保でき、
本プログラム暫定版に沿って育成を開始した。新卒訪問看護師とは免許取得後初めて訪問
看護ステーションに就労する看護師のことである。  
目的：新卒訪問看護師の育成過程を記述し「新卒訪問看護師育成プログラム暫定版」を検
討する。  
方法：1．新卒訪問看護師を採用した事業所管理者、学修支援者（育成担当者）、新卒訪問
看護師を対象に本プログラムの育成計画における到達状況および学習支援状況の聞き取
りを行う。  
 2．聞き取りは、職場や訪問看護業務への適応時期として就業 3 ヶ月、安定した利用者
の単独訪問を開始する 6 ヶ月目、9 ヶ月の時期の 3 時点で行う。聞き取り内容は、自己
評価シート、振り返り日誌などの学習経過記録をもとに、育成計画の到達度、目標到達
のための取り組み内容、育成計画の目標の妥当性などである。  
3．聞き取りデータを逐語に起し分析し、育成計画の評価及び暫定版の改善、修正点を
見出す。  
結果：①就業 3 ヶ月においては、看護協会主催、同系列の病院、所属部による新卒者研修
を受講し、新卒専門職者としての意識を高めた。新人看護師として必要な基礎的看護技
術の確認も行い、事業所に一人の新人であるが疎外感などは感じなかった。プログラム
の様々な研修計画により他の新卒者との交流も有意義であった。②単独訪問開始時期に
おいては、看護技術の習得に焦り、模型や DVD などの教材を用い事業所内で看護技術
の習得に励む。スタッフから、利用者全体を見ることや利用者に触れるケアの重要性を
指摘され、学習支援者と相談し、計画にはない 1 ヶ月間の療養型医療施設での看護技術
研修を行った。この研修によって基本的なケアと処置を習得でき看護技術への自信を持
つことができた。③採用事業所は、新卒者の単独訪問への基準を設定し、新卒者の単独
訪問の判断はスタッフ会議によって決定された。新卒者は単独にむけて、関連図や手順
書を作成し同行訪問看護師との協議を通して単独訪問につなげた。  
考察：育成計画の 1 年目の最終到達目標は単独訪問を月 40 回としている。新卒者の単独
訪問利用者は順次増え目標到達が可能と判断できたことからから、 1 年目の育成計画は
大筋妥当といえる。新卒訪問看護の臨床経験の未熟さを補うために、教育機関や医療機
関との協働的な学習支援体制が重要であることが示され、今後その時期や支援内容など
を検討する必要がある。それにより静岡県の在宅ケア状況に応じた新卒訪問看護師育成
プログラムへ充実が可能と考える。  
結論：新卒訪問看護師の成長過程の記述から「新卒訪問看護師育成プログラム」を確認し、
地域に応じた育成プログラムとして改善、修正することができた。  
